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JCAABEまちづくりファシリテーター養成講座実施委員会

建築系まちづくりファシリテーター養成講座の開発と実践
Development and Practice of  "Architectural Community Development Facilitator Training Course".

JCAABE Community Development Facilitator Training Committee 

!

■A：建築・デザイン
12. 建築設計における参加型のデザイン

13. 参加型デザインによる実例見学 ※
14. リノベーションまちづくり概論

15. リノベーション技術・実習 ※
18. インスペクション・耐震化・不燃化概論

19. 演習※

■B：都市計画
2. 都市計画における住民参加と

ファシリテーターの役割
3. まちづくりファシリテーター

のコミュニケーション力
4. コミュニケーション技術演習※
8. 地域特性を活かす規制や法律

26. 空き家空き地活用概論
27. 事例見学※

■C：合意形成・ワークショップ
5. まちづくりの手法①
6. まちづくりの手法②
7. ワークショップ演習（KJ法・ｺﾗｰｼﾞｭ）※

■D：不動産・経営・税金
22. 建築と不動産
23. 演習※
24. 今後の不動産業、宅建士の役割
25. 演習※

■E：修復・防災・エネルギー
9. 事前復興まちづくり

10. 事前復興まちづくり演習※
11. 建築･まちづくり事例講義
16. エネルギーとまちづくり
17. エネルギーとまちづくりの実践※
20. 保存・修復とまちづくり
21. 修復実例見学※

■総合 実際のまちづくり活動等への体験学習（地域の実情で柔軟に設定） ※

■総合
1.  まちづくりファシリテーターとは何か
28. まちづくりフィールドワーク①※
29. まちづくりフィールドワーク②※
30. まちづくりフィールドワーク③※

事前
打合

キックオフ
ガイダンス 講義 実践 まとめ課題 発表会

実
践
へ

レスポンスペーパー

レスポンスペーパー
YWT シート

［大きな経験学習サイクル］
まとめ課題として
まち歩きフィールドワークを実施。
これまで積み重ねた各経験学習を
統合する形で経験学習サイクルが
回るように意識。

［小さな経験学習サイクル］
講義、実践を経験学習サイクルが
回ることを意識して実施していく

講義の担当者はJCAABEの認定まちづくり適正建築士
が行うことが義務付けられており、講座の質を担保

JCAABEホームページ参照
https://jcaabe.org/page-263/

まちづくりファシリテーター養成講座カリキュラム・シラバス
前
期
15
コ
マ

分野・領域 番号 実践 プログラム名 内容・狙い
総合 1 まちづくりファシリ

テーターとは何か
まちづくりファシリテーターの概要を
理解する

B、
都市計画

2 都市計画における住
民参加とﾌｧｼﾘﾃｰﾀｰの
役割

都市計画の歴史の中での住民参加、専
門家、ファシリテーターの役割

3 まちづくりﾌｧｼﾘﾃｰﾀｰ
―のｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ力

まちづくりファシリテーターのコミュ
ニケーションスキルと実践

4 ※
WS

コミュニケーション
技術演習

ロールプレイやディベイトを通してコ
ミュニケーションのスキルを習得する

C、
合意形成
ワークシ
ョップ

5 まちづくりの手法① まちづくりの目的に応じた手法、参加対象
や募集の方法、実践スケジュールの立て方
を理解する

6 まちづくりの手法② まちづくりの具体的手法を学ぶ、自己紹
介、合意形成、街歩き、KJ法、コラージュ
の方法を理解する

7 ※
WS

ワークショップ演習
（K J法・ｺﾗｰｼﾞｭ）

KJ法、コラージュを実際に行い、プロ
セスと留意点を学ぶ

B、
都市計画

8 地域特性を活かす規
制や法律

なぜまちづくりにルールが必要なのか
を含め、地域特性を活かすルール、規
制や法律、まちづくり条例について学
ぶ

E、
修復・防
災・エネ
ルギー

9 事前復興まちづくり 事前復興まちづくり訓練、防災やフェ
ーズフリーデザインを理解する

10 ※
演習

事前復興まちづくり
演習

事前復興まちづくりワークショップの
演習

11 建築・まちづくり事
例講義

建築とまちづくりとの関係を事例を通
して学ぶ

A、
建築
デザイン

12 建築設計における参
加型のデザイン

建築設計における参加型の設計プロセ
スを事例を通して学ぶ

13 ※
見学

参加型デザインによ
る実例見学

参加型の設計プロセスによってできた事例
を訪問、見学し、利用者へのヒアリングを
含め、学ぶ

14 リノベーションまち
づくり概論

リノベーションとは何か？まちづくり
との関係、事例を通して学ぶ

15 ※
見学

リノベーション事例
見学

リノベーションの先進事例について見
学を通して学ぶ

まちづくりファシリテーター養成講座カリキュラム・シラバス
後
期
15
コ
マ

分野・領域 番号 実践 プログラム名 内容・狙い
E、
修復・防
災・エネル
ギー

16 エネルギーとまち
づくり

SDGsとまちづくりの関係、ｴﾈﾙｷﾞｰと
まちづくり、省エネ技術について学ぶ

17 ※
見学

エネルギーとまち
づくりの実践

オフグリッドの実践事例を通して、エ
ネルギーとまちづくりを捉える

A、
建築
デザイン

18 ｲﾝｽﾍﾟｸｼｮﾝ・耐震
化・不燃化概論

ｲﾝｽﾍﾟｸｼｮﾝ、耐震化と不燃化の技術、
方法、助成制度の仕組を、木造、RC
造、S造の構造別に理解する

19 ※
演習

演習 インスペクション、耐震化と不燃化の
技術を用いた演習を行う

E、
修復・防
災・エネル
ギー

20 保存・修復とまち
づくり

保存、修復とまちづくり、歴史的建築
物と近代建築の保存、指定・登録、利
活用

21 ※
見学

修復実例見学 保存、修復事例を訪問、見学する。可
能であれば関係者からの説明を受け現
状の課題を理解する

D、
不動産・
経営・税金

22 建築と不動産 建築と不動産、経営、税金について理
解する

23 ※
演習

演習 建築と不動産、経営等を捉えて、演習
を行う

24 今後の不動産業、
宅建士の役割

今後の不動産業、宅建士の役割、マイ
ナス不動産の活用を学ぶ

25 ※
演習

演習 不動産業の初歩的実務の演習を行い、
その特徴と留意点を学ぶ

B、
都市計画

26 空き家空き地活用
概論

空き家空き地の現状、問題点と課題、
その解決策、行政の対応や助成制度、
担い手について学ぶ

27 ※
見学

事例見学 空き家空き地の活用事例の見学

総合 28 ※
まち歩き

まちづくりフィー
ルドワーク実習①

まち歩きのコメントが入ったビデオを
見て、まちの読み取り方を学び、各グ
ループでまち歩きを行う

29 ※
まち歩き

まちづくりフィー
ルドワーク実習②

発表（グループ別でスマホ撮影したも
の）とディスカッション

30 ※
まち歩き

まちづくりフィー
ルドワーク実習③

提案グループ 修正版グループ

実践

実践

実践

実践

実践

実践

実践

実践

実践

実践

実践

D・コルブ　経験学習モデルより 
経験

Coccrete Experience
具体的な経験をして

自ら気づく

省察
Reflectivve observation
経験を多様な視点から
振り返りを行う

試行
Active Experimentation
新しい場面で試し概念化
を元に次の経験的試行へ

概念化
Abstract

Conceptualization
理論的な整理、他ケース
をしり概念化・持論化

892 374 374 374

)

374 374 374

374 374

I

374 374 374

まちづくり
ﾌｧｼﾘﾃｰﾀｰ養成講座

［建築系学校］ ［OJT：まちづくりファシリテーターとして実践］

認定まちづくり適正建築士

１級建築士

まちづくりファシリテーターまちづくりファシリテーター
新 設

（講座修了者）（講座修了者）

まちづくり
ﾌｧｼﾘﾃｰﾀｰ養成講座

青:人と人をつなぐ目線（まちづくりｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ能力)
本講座受講により最初からAttitudeが備わっているため
全てのOJTが住民・市民とつながる目線を持った実践へ

２年から４年（１級建築士受験資格取得）

※「登録まちづくりﾌｧｼﾘﾃｰﾀｰ」は１級建築士取得より
「認定まちづくり適正建築士」となる新 設

［まちづくり専門家］

JCAABE登録後まちづくりファシリテーター

4年間で講座に参加した
　　　　　　　　　学生383名　修了者289名
専門学校　８校　＋　２大学（教材使用）
　日本工学院専門学校・新潟工科専門学校
　・麻生建築&デザイン専門学校・
　東海工業専門学校金山校・修成建設専門学校・
　静岡産業技術専門学校・
　岡山理科大学専門学校・読売理工福祉専門学校
　　教材使用　立命館大学・名古屋女子大学
令和3-4年　
　文化庁文化遺産国際協力拠点交流事業
　　　　　　　　カイロ旧市街保存まちづくり

運用マニュアル掲載事項
　・育成する人材像と
     教育目的、方向性の
     ポイント 
　・シラバスと運用 
　・モデルカリキュラム 
　・web利用のポイント
　・リアルとwebの融合
            に向けて
　・web会議システムの
      利用について
　・クラス管理ツールの
         利用法
　・レスポンスペーパー
          とYWTシート
　・講義（オンデマンド）
　・反転授業について
　・実践について
　・演習の課題例
　・判定について

まちづくり人材育成のキャリアストリーを作成し公開
学び直しやキャリアップなど、未来につながるキャリアストーリーを提示

令和3-4年 文化庁文化遺産国際協力拠点交流事業
カイロ旧市街保存まちづくり/住民参加のまちづくり
https://jcaabe.org/page-2377/ 

人材育成のキャリアストーリー

T型人材増：目的を持ったコミュニケーション力。
　○幅広い知識と提案できる専門力。 
　　・ビジネスから法律に至るまでの幅広い内容。 
　○提案できるコミュニケーション能力。 
　○更なる専門家に繋ぐ能力。 
　○先行して育ちつつある社会福祉分野地域リーダーと
　　繋がり要求に応える建築の専門性を持った人材へ。

実践者・研究者・教育者による
実践的なテキスト

建築系まちづくり入門
                   /学芸出版社

スキマ時間視聴をする考えて分割して作成
スマートフォンでも見える大きさのテロップ
講義動画は基本教科書執筆者が担当

海外でのまちづくり人材育成へ社会人のキャリアアップ機会の提供受講生の広がり

まとめ課題は各教育機関の
所在地においてエリアを選定
地域特性を活かした課題
→地域への提案やつながりへ

繋がりを重視して
合同発表会をリアルとwebが
融合したハイブリットで実施。
全国の仲間がつながっていく。

実務・実際の
まちづくりへ

講義の担当者：認定まちづくり適正建築士

まちづくりファシリテーターの
意義や都市計画、まちづくりに
おいての重要性受講について
の心構えなど学習効果を高め
るための講義ガイダンスなど
学習に先立って実施
　第一回動画講義　他

実践校の状況に応じて運用
マニュアルをもとに実践校教員
とJCAABE教育推進担当が
協働して各教育機関にあった
運用でかつ、質を担保した運用
方法を作る。実施校の授業状況、
対象学生の状況などを鑑みて

講義（オンデマンド）
実践

発表会

○開発から実践へ T字型人材育成

講座実践の基本的な流れ

○未来へ

シラバス全体構成

カリキュラム・シラバス 

経験学習サイクル

テキスト 講義動画 実践課題わかり易くする工夫 実務者・研究者が作成した実践的な課題
イラスト
・漫画・動画

見学動画の工夫

擬似体験できるような構成

運用マニュアル

様々な形で繋がって実践実施

発表会に行政職員が参加

全国をwebで繋いで実施

:幅広い分野構成

:経験学習サイクル :人材育成モデル

:応用イメージ


